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研究成果の概要（和文）： ASDの早期発見を促す感覚処理パターンを検討することを目的に、3歳児1375名の短
縮版感覚プロファイル(SSP)のデータについてLatent Class Analysisを行い検証した。
 解析の結果、コミュニティの82.8％を占める平均的なSSPスコアを示すグループ(Class1)と、全てのSSPサブス
ケールスコアがClass1よりも高いグループ(Class2)に分かれることが示唆された。ロジスティック回帰分析で
は、クラス2がSRS-2のカットオフ分類を有意に予測することが示され、コミュニティベースのスクリーニングに
おいて、感覚処理のパターンがASDの早期発見に寄与する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： With the goal of examining sensory processing patterns that promote early 
detection of ASD, Latent Class Analysis was performed on data from a shortened version of the 
sensory profile (SSP) of 1375 3-year-old children. 
 The results of the analysis suggested a division into two groups: one group (Class 1), representing
 82.8% of the community, exhibiting average SSP scores, and a second group (Class 2), in which all 
SSP subscale scores were higher than Class 1.　Logistic regression analysis showed that Class 2 
significantly predicted the SRS-2 cutoff classification. 
 These results suggest that patterns of sensory processing may contribute to early detection of ASD 
in community-based screening.

研究分野：臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ASDの近年の研究では、乳幼児期から感覚処理の特徴に注目することによって早期発見が促進され、社会的予
後の向上に役立つ可能性が示唆されているが、未診断のASDが含まれているコミュニティベースのサンプルを用
いて、実際に早期発見が可能か否かを検証した研究は国内外においてない。
　本研究では、診断の予測までは至らなかったものの、コミュニティ・サンプルにおいて感覚処理の非定型的な
パターンを示す一群がコミュニティの18%程度存在すること、そのグループが自閉症のスクリーニング尺度のカ
ットオフ分類を有意に予測する一群であることを明らかにしたことは、今後の本領域の発展に一定の貢献があっ
たものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

ASD は社会的コミュニケーション障害と反復的・常同的行動によって特徴付けられる神経発
達症である。2013 年の Diagnostic and Statistical Manual Mental Disorders, Fifth Edition (DSM-5)の
ASD に関する大きな改定点の 1 つとして、中核症状である反復的・常同的行動を伴う想像力の
障害の中に感覚過敏/鈍麻というこれまで診断基準に含まれてなかった項目が位置づけられるこ
ととなった。この非定型的な感覚処理は、ASDを特徴づける要因として Kanner (1943)による ASD

の初期の報告に記述されていたにも関わらず、これまで ASD に関する研究は社会的コミュニケ
ーションの障害を中心として進められてきた(Leekam, 2016)。しかし近年、感覚処理に関する心
理尺度が標準化され、その症状が定量化され始めたことに伴って、ASD における感覚処理の非
定型的発達が中核症状の重症度や年齢に関わらず広く存在すること(Leekam et al., 2007)や、聴覚
処理の異常に着目することで ASD の早期発見に繋がる可能性があること(Germani et al., 2014)、
ASD における発達早期の感覚刺激への過敏性は、後の共同注意や言語発達(Baranek et al., 2013)、
社会性を必要とする遊びの出現(Miller Kuhaneck and Britner, 2013)を予測すること等が明らかにさ
れてきた。また、日常生活機能(Suarez, 2012)や学業達成(Howe and Stagg, 2016)などの二次的不適
応との関連性も示され、ASD における感覚処理の異常は旧来考えられていたように社会性の障
害と独立したものではなく、その発生の根底に共通のメカニズムを持ち、相互に関連し合いなが
ら社会的予後に影響を及ぼしていく中核的要因の一つであると捉え直す動きが進んでいる
(Ronconi et al., 2016; Gliga et al., 2014)。 

このような研究の蓄積から、乳幼児期より感覚処理の特徴に注目し早期に対応することは、
ASD の早期発見を促進するとともに、その後の言語発達や適応に影響する様々な行動などの社
会的予後の向上に役立つ可能性も想定でき、今後のさらなる研究が期待される。しかし、これま
でに示されてきた感覚処理の問題に着目した予後研究では ASD やその他の神経発達症(Neuro 

Developmental Disorder: NDD)と既に診断された臨床群、ハイリスク児を対象としたものが多く
(Germani et al., 2014; Williams et al., 2018)、より生態学的妥当性の高いコミュニティベースのサン
プルを対象に、感覚処理の非定型的発達が後の ASD の診断や予後予測に効果的に働くかについ
て検討した研究は国内外において存在しない。 

 

２．研究の目的 

弘前大学が ASD を含む NDD の早期発見・支援に向け、市と連携して取り組んでいる「3 歳児
児健診」において標準化された感覚処理に関する尺度を導入し、1) コミュニティ・サンプルに
おける感覚処理のパターンについて明らかにする、2) コミュニティ・サンプルから得られた感
覚処理のパターンから、自閉症特性を予測する特異なパターンの存在について検証を行う。 

 

３．研究の方法 

【参加者・質問紙】 

某地方中核都市の 3 歳児を持つ全家庭を対象に調査を行った。調査対象は 1375 件であった。
保護者に対し、Short Sensory Profile（SSP）と Social Responsiveness Scale Second Edition（SRS-2）
を含む質問紙一式を郵送し、回答を求めた。 

 

【尺度】 

Sensory Profile short-version (SSP): SSP は、SP（Dunn 1999）から派生した 38 項目の保護者用質
問紙である。SSP には、観察可能な子どもの行動を表す 38 の項目があり、その頻度に基づいて
1〜5 の評価スケールで採点される。 

SSP には 7 つの領域が存在する： 触覚過敏(Tactile Sensitivity), 味覚・嗅覚過敏(Taste/Smell 

Sensitivity), 動きの過敏性 (Movement Sensitivity), 低反応・感覚探求 (Under-responsive/Seeks 

Sensation), 聴覚フィルタリング(Auditory Filtering), 低活動・弱さ(Low Energy/Weak), 視覚・聴覚
過敏性(Visual/Auditory Sensitivity). 

Social Responsiveness Scale Second Edition (SRS-2): SRS-2 は、自閉的特性を測定する 65 項目の
評価尺度である。SRS-2 の各項目は、''そうではない''から''ほとんどそうである''までの 4 段階の
リッカート尺度（0～3）で評価されれる。最高得点は 195 点であり、得点が高いほど自閉的特性
が高いことを意味する。 

 

【解析方法】 

SSP の 7 つのセクション Latent Class Analysis(LCA)を行い検証した。LCA によって SSP の 7 つ
の下位セクションの応答パターンを解析し、クラスを識別した後、クラス間で SRS-2 のスコア
を比較するために t検定を行った。続けて、得られた潜在クラスを説明変数、SRS-2 のカットオ
フスコアを目的変数としてロジスティック回帰分析を行った。 

 

４．研究成果 



SSP の 7 セクションを使用した LCA では、適合度の指標等から 2 クラス解が最適であること
が示された。は、コミュニティの 82.8％を占める平均的な SSP スコアを示すグループであった。
一方、クラス 2 は、すべての SSP サブスケールのスコアがクラス 1（p <.001、ηp

2 =  .12-.51）
のスコアよりも高い、感覚処理の非典型的な特性を持つグループであった。グループ間の SRS-

2 スコアを比較すると、クラス 2 のスコアは有意に高く（t = -24.7 df = 1374 p <.001 d = 1.58）、参
照グループとしてクラス 1 を使用したロジスティック回帰分析では、クラス 2 が SRS-2 のカッ
トオフ分類を有意に予測していることがわかりました（(Odds = 18.5, 95%CI = 12.6 - 27.1 p < .001)。 
以上、コミュニティベースのスクリーニングにおいて、感覚処理の特定のパターンが ASD の

早期発見に寄与できる可能性が示唆された。 
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